
用
、
事
業
計
画
づ
く
り
、
人
材
確
保
、

販
路
開
拓
な
ど
、
事
業
者
の
皆
さ
ま

に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

製
造
業
に
お
い
て
は
、
生
産
性
向

上
と
若
手
人
材
の
確
保
が
喫
緊
の
課

題
で
す
。
省
力
化
投
資
や
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
、
作
業
工
程
の
改
善
支
援

に
加
え
、
地
域
の
高
校
な
ど
と
の
連

携
を
深
め
、
若
い
世
代
が
赤
穂
で
働

く
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
仕
組
み

づ
く
り
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
商
業
振
興
・
ま
ち
づ
く

り
に
お
い
て
は
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い

創
出
を
目
的
に
、
イ
オ
ン
赤
穂
店
と

連
携
し
た
販
促
イ
ベ
ン
ト
「
加
里
屋

さ
ん
も
く
楽
市
」
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
地
元
事
業
者
の
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
発
信
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

地
域
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
取

り
組
み
と
し
て
、
今
後
も
継
続
し
、

赤
穂
の
商
業
活
性
化
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

観
光
分
野
で
は
、
あ
こ
う
魅
力
発

信
基
地
や
観
光
協
会
と
連
携
し
、
赤

穂
義
士
祭
を
は
じ
め
歴
史
・
自
然
・

温
泉
と
い
っ
た
地
域
資
源
を
磨
き
上

げ
、
年
間
を
通
じ
た
観
光
振
興
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
牡
蠣
の
出
荷
不

足
と
い
う
逆
風
の
中
に
あ
っ
て
も
、

新
た
な
観
光
商
品
の
開
発
や
情
報
発

信
の
強
化
に
よ
り
、
地
域
の
魅
力
を

一
層
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

地
域
企
業
の
努
力
こ
そ
が
、
赤
穂

の
経
済
を
支
え
て
い
ま
す
。
商
工
会

議
所
は
、
こ
れ
か
ら
も
事
業
者
の
最

も
身
近
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
皆

さ
ま
の
挑
戦
を
支
え
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

　

本
年
が
、
赤
穂
市
の
皆
さ
ま
、
そ

し
て
地
域
経
済
を
支
え
る
す
べ
て
の

事
業
者
に
と
っ
て
、
希
望
と
飛
躍
の

一
年
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
清
々
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
、

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

赤
穂
市
は
、
昨
年
11
月
、
こ
ど
も

ま
ん
な
か
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
宣
言
を

し
ま
し
た
。
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
竣
工
を
機
に
、
９
月
か
ら
給
食
費

を
完
全
無
償
化
、
７
月
か
ら
所
得
制

限
な
し
で
高
校
生
世
代
ま
で
の
乳
幼

児
等
医
療
費
の
無
償
化
拡
大
、
４
月

以
降
に
生
ま
れ
た
こ
ど
も
さ
ん
に
育

児
用
品
を
３
回
無
料
で
配
布
す
る

「
す
こ
や
か
ギ
フ
ト
定
期
便
」
の
『
３

つ
の
無
償
化
』
に
取
り
組
む
な
ど
、

今
後
の
赤
穂
市
を
担
う
若
い
世
代
へ

の
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
を
担
う
こ
ど
も
た
ち

が
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
芸
術
鑑
賞
を

体
感
で
き
る
機
会
の
一
つ
と
し
て
、

赤
穂
義
士
祭
と
並
ん
で
本
市
の
知
名

度
を
全
国
的
に
広
め
て
い
る
ル
・
ポ

ン
国
際
音
楽
祭
で
は
、
令
和
６
年
度

よ
り
小
中
学
生
等
を
ゲ
ネ
プ
ロ
鑑
賞

に
招
待
す
る
な
ど
、
市
政
の
ま
ん
な

か
に
こ
ど
も
を
据
え
た
施
策
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

赤
穂
市
民
病
院
は
、
地
域
医
療
を

維
持
し
、
継
続
し
て
安
全
安
心
な
医

療
を
提
供
す
る
た
め
、
公
立
病
院
と

し
て
維
持
し
つ
つ
、
令
和
９
年
度
か

ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
方

針
と
し
ま
し
た
。
昨
年
は
各
地
区
で

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
今
後

も
、
市
民
の
皆
様
に
は
様
々
な
形
で

お
知
ら
せ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

日
本
遺
産
『「
日
本
第
一
」
の

塩
を
産
し
た
ま
ち 

播
州
赤
穂
』
は
、

令
和
元
年
度
の
認
定
か
ら
６
年
を
経

過
し
、
昨
年
認
定
更
新
審
査
の
結
果
、

認
定
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
引
き
続
き
、「
荒
波
を
越
え

た
男
た
ち
の
夢
が
紡
い
だ
異
空
間
～

北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
～
」
と

と
も
に
、
２
つ
の
日
本
遺
産
や
赤
穂

城
跡
な
ど
を
活
か
し
て
観
光
振
興
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
様
に
寄
り
添
い
、

改
訂
さ
れ
た
総
合
計
画
及
び
総
合
戦

略
に
基
づ
き
、「
自
然
と
歴
史
に
育

ま
れ
笑
顔
と
希
望
あ
ふ
れ
る
活
力
の

あ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
市
政
運
営

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

わ
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
、
本
年
が

飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り

赤
穂
商
工
会
議
所
の
事
業
運
営
に
格

昇
や
人
材
確
保
の
難
し
さ
に
加
え
、

赤
穂
産
牡
蠣
が
「
大
量
死
」
と
い
う

深
刻
な
事
態
に
見
舞
わ
れ
、
出
荷
量

が
大
き
く
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
冬

の
名
物
で
あ
る
カ
キ
料
理
を
提
供
で

き
な
い
飲
食
店
も
多
く
、
観
光
面
を

含
め
地
域
経
済
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、

商
工
会
議
所
の
役
割
が
よ
り
一
層
重

要
と
な
り
ま
す
。
当
所
で
は
、
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
「
稼
ぐ
力
」

を
高
め
る
た
め
、
経
営
指
導
員
に
よ

る
伴
走
支
援
を
強
化
し
、
補
助
金
活

地
域
の
再
活
性
化
を

�

め
ざ
し
て

赤穂商工会議所
会頭 目木 敏彦

赤穂市長

牟礼 正稔

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
高
市
内
閣
が
発
足
し
、
外

交
・
安
全
保
障
の
強
化
や
経
済
構
造

改
革
、
地
方
へ
の
投
資
拡
大
な
ど
、

新
た
な
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
国

際
社
会
で
は
米
中
関
係
の
緊
張
や
中

東
情
勢
の
不
安
定
化
な
ど
、
企
業
活

動
に
影
響
を
与
え
る
要
因
が
多
く
、

国
内
で
は
物
価
高
や
人
手
不
足
が
続

き
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に

と
っ
て
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
い
て

お
り
ま
す
。

　

赤
穂
地
域
に
お
い
て
も
、
物
価
上
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第 271回常議員会

講師の山本氏

　

当
所
で
は
12
月
２
日
、
第
２
７
１

回
常
議
員
会
を
開
催
し
、
第
29
期
議

員
改
選
に
係
る
、
７
部
会
の
正
副
部

会
長
、
重
要
事
項
の
調
査
研
究
機
関

で
あ
る
４
委
員
会
の
正
副
委
員
長
の

承
認
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案
通

り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
兵
庫
県
警
察
本
部　

警

備
部
外
事
課　

課
長
補
佐
の
山
本
和

弘
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
経
済
安
全

保
障
～
技
術
情
報
等
の
流
出
防
止
に

つ
い
て
～
」
と
題
し
て
講
話
を
い
た

だ
き
、
大
き
な
被
害
を
受
け
る
サ
イ

バ
ー
攻
撃
の
特
徴
、
守
る
た
め
の
方

法
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

第
29
期
正
副
部
会
長

�

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

工
業
部
会

部
会
長 第

２
７
１
回
常
議
員
会
を
開
催

正
副
部
会
長
・
委
員
長
を
承
認

浅
川　

幸
治　

品
川
リ
フ
ラ
㈱

副
部
会
長

大
橋　

博　
　
住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
㈱

久
田　

知
之　

㈱
日
本
海
水

商
業
部
会

部
会
長

船
曳　

敬
二　

㈱
船
曳
商
店

副
部
会
長

杉
山　

匡
行　

㈱
杉
山
サ
ッ
シ
硝
子

青
戸　

宏
和　

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
㈱

金
融
部
会

部
会
長

永
田　

裕
之　

㈱
中
国
銀
行

副
部
会
長

中
野　

圭
介　

兵
庫
信
用
金
庫

運
輸
交
通
部
会

部
会
長

西
川　

英
也　
赤
穂
神
姫
タ
ク
シ
ー
㈱

観
光
部
会

部
会
長

吉
井　

祥
二　

㈲
三
晃
商
事　

祥
吉

農
水
産
部
会

部
会
長

前
川　

勇
人　

前
川
農
産

文
化
厚
生
部
会

部
会
長

横
山　

淳
平　

�

㈱
横
山
サ
ポ
ー
ト

テ
ッ
ク

副
部
会
長

内
波　

靖
昌　
高
井
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈲

第
29
期
正
副
委
員
長

�

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

総
務
委
員
会

委
員
長

小
野　

孝
幸　

千
種
建
設
㈱

副
委
員
長

浅
川　

幸
治　

品
川
リ
フ
ラ
㈱

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

委
員
長

吉
井　

祥
二　

㈲
三
晃
商
事　

祥
吉

副
委
員
長

西
川　

英
也　
赤
穂
神
姫
タ
ク
シ
ー
㈱

環
境
衛
生
・
も
の
づ
く
り
委
員
会

委
員
長

横
山　

淳
平　

�
㈱
横
山
サ
ポ
ー
ト

テ
ッ
ク

副
委
員
長

小
谷　

登
志
一　
タ
テ
ホ
化
学
工
業
㈱

労
務
対
策
・
税
務
金
融
委
員
会

委
員
長

鞠　
　

信
弘　

太
陽
鉱
工
㈱

副
委
員
長

宮
﨑　

雅
則　

㈱
吉
野
工
業
所

日　時：令和 8 年 1 月 14 日（水）
　　　　13：00 ～ 16：00
場　所：赤穂商工会議所　3 階小研修室
対象者：管内の中小・小規模事業者
相談員：㈲上吉経営研究所　
　　　　取締役　上吉　隆一　氏
　　　　（税理士・中小企業診断士）

日　時　第 1 回　令和 8 年 1 月 16 日（金）
　　　　【コンセプトと方向性を見直す】
　　　　・効果が出ない原因は？コンセプトを再設計
　　　　・自社の『伝えるべき魅力』を明確にする
　　　　第 2 回　令和 8 年 1 月 23 日（金）
　　　　【投稿改善と AI 活用で実践力アップ】
　　　　・投稿事例から改善案を学ぶ
　　　　・生成 AI を活用したアイデアづくり
　　　　各 13：30 ～ 15：30
　　　　※各回終了後、個別相談会を実施（15：30 ～ 16：30）
場　所　赤穂商工会館　3 階　大研修室
講　師　IT コーディネータ／中小企業診断士　肱岡　直美　氏
参加料　無料
定　員　20 名（先着順）
問合せ・申込み
赤穂商工会議所まで　
TEL　43-2727　FAX　45-2101

相談内容例
・インボイス制度について教えて欲しい
・�各種補助金の活用や申請方法について教えて

欲しい
・資金繰りが厳しいのでアドバイスが欲しい
　等々でお悩みの事業者の方々の相談会です。

経営個別相談会の
　　　　　　　ご案内
～多様な事業環境の変化に対する相談会～

実践型 SNS見直しセミナー
～お客様に伝わる発信へ～

相談無料

経営
の

ポイント！

経営
の

ポイント！

↑申込ページへ
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当
所
で
は
、
11
月
26
日
に
赤
穂
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
令
和
７
年
度
優
良

従
業
員
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
目
木
会
頭
よ
り
式
辞
が

述
べ
ら
れ
、
被
表
彰
者
に
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
方
々
を
代
表
し

て
牟
礼
赤
穂
市
長
、
浪
花
西
播
磨
県

民
局
県
民
躍
動
室
長
よ
り
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
た
後
、
被
表
彰
者
を
代
表
し

て
高
田　

幹
根
さ
ん
（
ロ
ザ
イ
工
業

㈱
赤
穂
工
場
）
よ
り
謝
辞
が
述
べ
ら

れ
、
目
木
会
頭
よ
り
花
束
の
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
所
で
は
、
12
月
４
日
（
木
）
に

イ
オ
ン
赤
穂
店
で
本
年
度
２
回
目
と

な
る
、「
加
里
屋
さ
ん
も
く
楽
市
」

の
出
張
版
を
店
内
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー

ト
と
店
外
ス
ペ
ー
ス
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
各
出
店
者
に
よ
る
自
慢
の
商

品
の
販
売
と
出
店
店
舗
で
の
買
い
物

で
参
加
可
能
な
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も

同
時
開
催
し
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
既
存
出
店
者
に
加
え

創
業
５
年
以
内
の
事
業
者
も
対
象
と

し
、
小
規
模
店
舗
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
力
向
上
や
新
規
顧
客
獲
得
を
支
援

す
る
目
的
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

イ
オ
ン
赤
穂
店
の
ご
協
力
の
も
と
、

大
型
店
と
小
規
模
店
舗
が
連
携
す
る

3333
名
を
表
彰

名
を
表
彰

優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開
催

優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開
催

加
里
屋
さ
ん
も
く
楽
市

加
里
屋
さ
ん
も
く
楽
市

inin
イ
オ
ン
赤
穂
店
を
開
催

イ
オ
ン
赤
穂
店
を
開
催

　

今
回
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
次
の

方
々
で
す
。（
敬
称
略
、
順
不
同
）

▼
勤
続
40
年
以
上

　

高
田　

幹
根
（
ロ
ザ
イ
工
業
㈱

赤
穂
工
場
）、
松
川　

哲
也
・
天
満　

勝
彦
（
品
川
リ
フ
ラ
㈱
赤
穂
工
場
）

▼
勤
続
30
年
以
上

　

糟
谷　

茂
義
（
ロ
ザ
イ
工
業
㈱

赤
穂
工
場
）、
秋
本　

英
詞
・
伊
丹　

庸
三
・
小
林　

伸
一
・
西
村　

信
春
・

皆
木　

秀
文
・
安
福　

宏
晃
（
大

木
産
業
㈱
）、
樋
口　

正
志
・
山
本　

裕
司
（
㈱
オ
オ
キ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
）、
櫻
井　

美
鈴
（
太
陽
鉱
工
㈱

赤
穂
工
場
）

▼
勤
続
20
年
以
上

　

小
谷　

昌
子
・
木
村　

憲
生
・
田

邊　

敬
子
（
ロ
ザ
イ
工
業
㈱
赤
穂
工

場
）、
坂
井　

聡
（
赤
穂
化
成
㈱
）、

引
本　

祐
哉
（
㈱
赤
穂
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
）、
二
六　

哲
也
・
西
野　

友

規
・
岡
本　

史
朗
（
㈱
横
山
サ
ポ
ー

ト
テ
ッ
ク
）、
津
村　

静
代
（
タ
テ

ホ
化
学
工
業
㈱
）

▼
勤
続
10
年
以
上

　

中
川　

幸
夫
・
肥
塚　

実
・
佐
藤　

継
介
・
磯
村　

寿
（
ロ
ザ
イ
工
業
㈱

赤
穂
工
場
）、
西
谷　

和
士
（
㈱
赤

穂
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
）、
齊
藤　

水
規

（
千
種
建
設
㈱
）、
上
田　

智
美
（
髙

木
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱
）、
山
之

口　

秀
人
・
前
田　

有
子
（
㈱
目
木

組
）、
西
田　

文
代
（
梅
本
電
機
設

備
㈱
）、
内
田　

直
（
ヘ
ア
ー
シ
ャ

ン
グ
リ
ラ　

マ
ツ
バ
ラ
）

表彰状授与

代表謝辞

表彰された皆様

店内セントラルコートの様子

店外スペースの様子

良
い
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
当

日
は
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た

だ
き
、
買
い
物
や
交
流
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
の

事
業
者
と
連
携
し
、
経
済
活
性
化
に

貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

【
※
加
里
屋
さ
ん
も
く
楽
市
】

　

毎
月
第
三
木
曜
日
に
い
き
つ
ぎ
広

場
で
開
催
し
て
お
り
、
市
街
地
の
賑

わ
い
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
所
で
は
、
随
時
出
店
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
季
節
商
品
や
自
慢
の

逸
品
な
ど
時
期
に
合
わ
せ
た
出
店
や

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
も
活
用

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
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専務理事　福井　明彦
赤穂商工会議所

副会頭　東野　雅弘
㈱ＤＳ

副会頭　寺田　眞康
寺田産業㈱

副会頭　小林　洋介
ロザイ工業㈱

会頭　目木　敏彦
㈱目木組

謹 

賀 

新 

年

　
　
新
春
を
迎
え
　
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

　
　
　
　
　
　
　
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
員
議
員
一
同

常議員　大木　善夫
大木産業㈱

常議員　梅本　麗博
梅本電機設備㈱

常議員　西川　英也
赤穂神姫タクシー㈱

常議員　池上　幸志
赤穂化成㈱

常議員　安原　浩一
アース製薬㈱

常議員　大橋　博
住友大阪セメント㈱
赤穂工場　　　　　

常議員　杉山　匡行
㈱杉山サッシ硝子

常議員　浅川　幸治
品川リフラ㈱赤穂工場

常議員　吉井　祥二
㈲三晃商事　祥吉

常議員　成世　敏昭
㈱銀波荘

常議員　原　　清
㈱原鉄工所

常議員　山元　猛
ハヤシ アグロサイエンス㈱

常議員　久田　知之
㈱日本海水赤穂工場

常議員　永田　裕之
㈱中国銀行赤穂支店

常議員　小谷　登志一
タテホ化学工業㈱

常議員　鞠　信弘
太陽鉱工㈱赤穂工場

常議員　寒川　尚樹
㈱総本家かん川

監事　亀井　義明
㈱亀井産業

常議員　横山　淳平
㈱横山サポートテック

常議員　桃井　一光
桃井製網㈱

常議員　谷口　拓也
㈱みなと銀行赤穂支店

常議員　前田　邦稔
前田石油㈱

常議員　船曳　敬二
㈱船曳商店

常議員　藤田　隆夫
㈱フジタ

議員　秋田　治男
赤穂速算会

議員　飯尾　義明
赤穂大石神社

議員　大橋　伸夫
赤穂あらなみ塩㈱

議員　本林　弘考
あかつき証券㈱赤穂支店

議員　濱田　貴行
アース環境サービス㈱
赤穂営業所　　　　　

監事　藤原　康正
備前日生信用金庫
赤穂支店　　　　

監事　備生　康之
㈱備生本店
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議員　加藤　明
学校法人関西金光学園
関西福祉大学　　　　

議員　奥藤　利文
奥藤商事㈱

議員　竹下　英利
㈱岡本鉄工所

議員　北条　親央
NTT 西日本㈱兵庫支店
ビジネス営業部  　　　

議員　野村　隆之
㈲エクセル

議員　深井　光浩
医療法人千水会
赤穂仁泉病院　

議員　青戸　宏和
イオンリテール㈱
イオン赤穂店　　

議員　石原　将司
㈱潮見堂本店

議員　榊　大輔
ジオマテック㈱
赤穂工場　　　

議員　鬼澤　敦史
高周波熱錬㈱赤穂工場

議員　高柳　有策
黒崎播磨㈱赤穂工場

議員　嘉陽田征信
くいどうらく㈱

議員　寒川　修次
㈱かん川本舗

議員　寒川　真吾
㈲寒川商店

議員　小野　孝幸
千種建設㈱

議員　田原　正訓
㈱田原文具センター

議員　内波　靖昌
高井メンテナンス㈲

議員　関　鎭明
㈱関工務店

議員　吉川　周仁
正同化学工業㈱
赤穂工場　　　

議員　橋本　太志
㈱ジョイハシモト

議員　霜野　昭徳
㈱霜野組

議員　福浦　真介
福浦事務所

議員　平林　喜文
平林建築工房㈱

議員　中野　圭介
兵庫信用金庫赤穂支店

議員　岩井　一雄
姫路信用金庫赤穂支店

議員　若林　俊夫
㈱トマト銀行赤穂支店

議員　赤松　宗彦
東洋紙業㈾

議員　三和　幸晴
DSL. ジャパン㈱
赤穂工場 　　　

議員　山野　正人
㈱ヤマノデンキ

議員　根本　勲
㈱ＭＯＲＥＳＣＯ
赤穂工場　　　　

議員　湊　四郎
㈲みなと保険企画

議員　大隅　正則
三菱電機㈱系統変電シ
ステム製作所赤穂工場

議員　三木　俊和
㈱三木組

議員　前川　勇人
前川農産

議員　阪本　一徳
富士フイルム和光純薬㈱
播磨工場　　　　　　　

本
年
も
会
員
事
業
所
の

皆
様
と
と
も
に
地
域
経
済
の

活
性
化
に
力
を
尽
く
し
て

参
り
ま
す
の
で

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
　
　
　
職
員
一
同

事
務
局
次
長

　
中
小
企
業
相
談
所
長

　
　
　
　
　
　
真
殿
　
秀
紀

【
中
小
企
業
相
談
所
】

　
経
営
指
導
員
　
籔
中
　
智
章

　
経
営
指
導
員
　
前
田
　
佳
祐

　
経
営
支
援
員
　
前
川
真
友
美

　
　
　
　
　
　
池
田
　
実
央

【
総
務
課
】

　
総
務
課
長
　
永
野
　
泰
人

　
課
長
補
佐
　
杉
本
　
直
也

　
　
　
　
　
　
谷
口
　
愛
実

　
　
　
　
　
　
大
池
　
幸
織 議員　米口　彰

㈲米口グリーン
ナーセリー　　

議員　宮﨑　雅則
㈱吉野工業所赤穂工場

議員　伊藤　顕
ユニチカ㈱坂越事業所
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令
和
７
年
度
の
確
定
申
告（
決
算
・

消
費
税
申
告
）
の
時
期
と
な
り
ま
し

た
。
各
期
限
は
所
得
税
が
３
月
16
日
、

消
費
税
が
３
月
31
日
で
す
。

　

毎
年
申
告
の
期
限
間
近
に
な
り
ま

す
と
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
お
早

め
に
準
備
し
、
相
談
会
を
ご
利
用
頂

き
ま
す
よ
う
ご
案
内
致
し
ま
す
。

★
日　

時

令
和
８
年
３
月
２
日
㈪
・
３
日
㈫

両
日
と
も
午
前
10
時
～
午
後
４
時

★
場　

所

赤
穂
商
工
会
館　

３
階　

小
研
修
室

申
告
の
準
備
は
お
早
め
に
！

申
告
の
準
備
は
お
早
め
に
！

決
算
・
消
費
税
申
告
相
談
会
の
ご
案
内

決
算
・
消
費
税
申
告
相
談
会
の
ご
案
内

みなさんお気軽にお越し下さい！
中小企業相談所
１月定例相談会のご案内【相談無料・秘密厳守】
日時 内　容 相談員 会　場
1/20
（火）
13時

～

16 時

金融相談 日本政策金融公庫
（国民生活担当） 赤穂商工会館

３Ｆ小研修室パソコン相談 当所職員

創業・経営相談 当所職員 赤穂商工会館
１Ｆ相談室

・お申込・お問合せは赤穂商工会議所まで� （TEL 43－2727）

合
同
会
社
モ
ス
ゼ
ロ

�

代
表
社
員
：
橋
本　

千
明
さ
ん

　
夢
は
大
き
く
、
世
界
に
羽
ば
た
く
！
発
展
途

上
国
等
で
、
蚊
が
媒
介
す
る
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の

病
に
苦
し
む
人
々
の
一
助
に
な
り
た
い
と
思
い
起

業
し
ま
し
た
。
蜘
蛛
、
ゴ
キ
ブ
リ
、
ユ
ス
リ
蚊
な

ど
の
不
快
害
虫
の
発
生
自
体
を
抑
制
で
き
る
「
モ

ス
ゼ
ロ
」
と
い
う
商
品
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

ス
ナ
ッ
ク　
Ｒ
Ａ
Ｙ

�

代
表
：
湯　

麗
さ
ん

　

駅
前
に
ス
ナ
ッ
ク
を
構
え
て
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
、
カ
ラ
オ
ケ
が
得
意
な
店
主
が
切

り
盛
り
し
て
い
ま
す
。
赤
穂
に
来
て
４
ヶ

月
な
の
で
、
も
っ
と
赤
穂
の
こ
と
が
知
り

た
い
で
す
。
皆
様
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
。

所在地 赤穂市有年横尾 351
電　話 090-3428-3006
業　種 不快害虫対策材の製造
加入日 2025 年 6 月 23 日

所在地 赤穂市加里屋 31-19
電　話 0791-46-0880
業　種 スナック
加入日 2025 年 8 月 4 日

ご加入ありがとうございます

《新会員のご紹介》
当所にご加入いただいた事業所を紹介します。
（2025 年 6 月 21 日～ 2025 年 8 月 4 日まで）

ひと言

ひと言

講師　門
かど

田
た

　隆
りゅう

将
しょう

 氏
　　　　作家・ジャーナリスト
日　時　令和８年２月３日（火）
　　　　１４：００～１５：３０
場　所　赤穂商工会館４階　大ホール
対　象　当所会員
定　員　１００名
参加料　無　料
申　込　�赤穂商工会議所まで
　　　　もしくは QR コードから
　　　　お申込み下さい。
問合せ　赤穂商工会議所まで
　　　　ＴＥＬ　４３－２７２７
　　　　ＦＡＸ　４５－２１０１

新春経済講演会
歴史の岐路に立つ日本
～私たちは今、何をすべきか～

★
相
談
員

近
畿
税
理
士
会
相
生
支
部
税
理
士

持
参
品
（
決
算
申
告
相
談
の
方
）

○
決
算
書
・
申
告
書

【
令
和
７
年
分
・
６
年
分
控
】

○
各
種
控
除
証
明
書

【
生
命
保
険
、
地
震
保
険
、
小
規
模

企
業
共
済
な
ど
】

○
各
種
帳
簿
、
月
別
集
計
表

○
社
会
保
険

【
国
民
年
金
（
基
金
）、
国
民
健
康
保

険
等
】
の
支
払
保
険
料
の
証
明
書
類

○
医
療
費
と
住
宅
取
得
控
除
を
さ
れ

る
方
は
関
係
書
類

○
（
振
替
納
税
を
希
望
さ
れ
る
方
）

金
融
機
関
の
届
出
印

○
計
算
機
・
筆
記
用
具

持
参
品
（
消
費
税
申
告
相
談
の
方
）　

○
消
費
税
申
告
書

【
令
和
７
年
分
・
６
年
分
控
】

○
令
和
７
年
分
・
５
年
分
決
算
書

【
白
色
申
告
の
方
は
収
支
内
訳
書
】

○
各
種
帳
簿

○
（
振
替
納
税
を
希
望
さ
れ
る
方
）

金
融
機
関
の
届
出
印

★
消
費
税
の
申
告
が
必
要
な
方

①
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登
録

を
受
け
て
い
る
事
業
者
の
方

②
基
準
期
間
（
令
和
５
年
分
）
の
課

税
売
上
高
が
１
，
０
０
０
万
円
を
超

え
る
方

③
基
準
期
間
（
令
和
５
年
分
）
の
課

税
売
上
高
が
１
，
０
０
０
万
円
以
下

で
、
令
和
６
年
12
月
末
ま
で
に
「
消

費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
」
を

提
出
し
て
い
る
方

④
②
と
③
に
該
当
し
な
い
場
合

で
、
特
定
期
間
（
令
和
６
年
１
月

１
日
か
ら
令
和
６
年
６
月
30
日
ま

で
の
期
間
）
の
課
税
売
上
高
が
１
，

０
０
０
万
円
を
超
え
る
方
。
な
お
、

特
定
期
間
に
お
け
る
１
，
０
０
０
万

円
の
判
定
は
、
課
税
売
上
高
に
代
え

て
、
給
与
等
支
払
額
の
合
計
額
に
よ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

★
お
問
い
合
わ
せ
先

赤
穂
商
工
会
議
所
（
43

－

２
７
２
７
）
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当
所
で
は
、
12
月
１
日
に
杉
本　

雅
彦
氏（
杉
本
雅
彦
税
理
士
事
務
所
・

　

当
所
で
は
、
12
月
10
日
に
橋
野
由

利
子
氏
（
ジ
ャ
イ
ロ
総
合
コ
ン
サ
ル

年
収
の
壁
対
策
セ
ミ
ナ
ー
開
催

年
収
の
壁
対
策
セ
ミ
ナ
ー
開
催

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
＝
カ
ス
ハ
ラ
）

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
＝
カ
ス
ハ
ラ
）

対
策
セ
ミ
ナ
ー
開
催

対
策
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

当
所
で
は
、
四
半
期
ご
と
に
赤
穂

地
区
に
お
け
る
景
気
動
向
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、
第
２
期
（
令
和
７
年

７
月
～
９
月
）
の
調
査
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。

　

建
設
業
、
製
造
業
、
卸
売
業
、
小

売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
不
動
産
・
運

輸
業
の
計
80
事
業
所
を
対
象
に
調
査
、

回
答
事
業
所
は
67
社
（
回
答
率
83
．

７
％
）

調
査
結
果

　

今
期
の
景
況
を
み
る
と
、
全
産
業

合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
前
回
調
査
（
令

和
７
年
第
１
期
）に
比
べ
、２
．
２
ポ

イ
ン
ト
上
昇
の
△
11
．
９
と
な
っ
た
。

　

売
上
Ｄ
Ｉ
は
15
．
３
ポ
イ
ン
ト
下

降
の
△
20
．
９
、
収
益
Ｄ
Ｉ
は
６
．

０
ポ
イ
ン
ト
上
昇
の
△
19
．
４
、
仕

入
単
価
Ｄ
Ｉ
は
２
．
１
ポ
イ
ン
ト
下

降
の
△
62
．７
、雇
用
Ｄ
Ｉ
は
０
．
７

ポ
イ
ン
ト
下
降
の
13
．
４
と
な
っ
た
。

　

産
業
別
の
売
上
Ｄ
Ｉ
は
前
回
調
査

（
令
和
７
年
１
期
）
と
比
較
す
る
と
、

建
設
業
が
△
９
．
１
、
サ
ー
ビ
ス
業

が
０
．
０
で
不
変
、
製
造
業
が
△
13
．

３
（
△
19
．
２
ポ
イ
ン
ト
）、
卸
売

業
が
△
22
．
２
（
△
33
．
３
ポ
イ
ン

ト
）、
小
売
業
が
△
52
．
９
（
△
23
．

５
ポ
イ
ン
ト
）
で
悪
化
と
な
っ
た
。

　

全
体
の
経
営
上
の
問
題
点
ト
ッ
プ

３
に
は
、
①
従
業
員
の
確
保
（
27
．

２
％
）、
②
原
材
料
高
（
16
．
６
％
）、

③
設
備
や
建
物
の
老
朽
化
（
９
．

８
％
）
と
な
っ
た
。

事
業
所
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

・
外
国
人
技
能
実
習
生
に
頼
っ
て
い

る
（
建
設
業
）

・
労
働
者
の
平
均
年
齢
が
高
い
た
め
、

ケ
ガ
や
病
気
に
つ
い
て
も
十
分
気
を

つ
け
た
い
（
製
造
業
）

・
業
界
と
し
て
商
品
の
価
格
が
不
安

定
（
卸
売
業
）

・
消
費
者
の
購
買
目
線
に
従
来
の

メ
ー
カ
ー
の
対
応
が
遅
れ
て
い
る

（
小
売
業
）

・
仕
事
が
あ
っ
て
も
従
業
員
の
確
保

が
難
し
い
（
サ
ー
ビ
ス
業
）

今
期
・
来
期
の
業
績

　

今
期
の
業
績
（
年
度
比
較
な
し
）

に
つ
い
て
は
、
全
産
業
合
計
の
業
況

は
△
３
．
０
、
収
益
に
つ
い
て
は
＋

25
．
４
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
来
期
の
見
通
し
に
つ
い
て
は

△
９
．
０
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

Ｄ
Ｉ
＝
（
増
加
・
好
転
な
ど
の
回
答

割
合
）
―
（
減
少
・
悪
化
な
ど
の
回

答
割
合
）

第
２
期
赤
穂
地
区
景
気
動
向
調
査
報
告

第
２
期
赤
穂
地
区
景
気
動
向
調
査
報
告

令和
７
年度

全産業合計ＤＩ

区　　分
R７第１期

（R７年４月～６月）
＊前年同月比

R７第２期
（R７年７月～９月）
＊前年同月比

R7第２期
今期のみの業績

業　　況 △14.1 △11.9 △3.0
売　　上 △5.6 △20.9
収　　益 △25.4 △19.4 ＋25.4
仕入単価 △60.6 △62.7
雇　　用 14.1 13.4
※雇用DI については、数値が大きいほど人手不足感を表す

中
小
企
業
診
断
士
事
務
所　

代
表
）

を
講
師
に
迎
え
、
年
収
の
壁
対
策
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
の
税
制
改
正
で
見
直

さ
れ
た
「
年
収
の
壁
」（
１
０
３
万
円
、

１
０
６
万
円
、
１
３
０
万
円
等
）
が

適
用
さ
れ
る
際
の
税
金
面
・
社
会
保

険
面
・
扶
養
控
除
面
に
お
け
る
詳
細

な
条
件
、
政
府
に
よ
る
最
新
の
支
援

策
及
び
事
業
者
側
の
年
末
調
整
に
お

け
る
事
務
手
続
き
や
留
意
点
の
解
説

を
行
い
ま
し
た
。

テ
ィ
ン
グ
㈱　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

を
講
師
に
迎
え
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

近
年
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
カ

ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
と
し

て
、
事
実
と
真
実
を
聞
き
分
け
る
傾

聴
姿
勢
、
代
案
の
提
示
、
Ｎ
Ｇ
対
応

の
知
識
、
そ
し
て
相
談
対
応
者
を
孤

立
さ
せ
な
い
組
織
的
対
応
の
重
要
性

を
具
体
的
な
事
例
と
共
に
挙
げ
、
そ

の
全
体
像
を
解
説
し
ま
し
た
。

講師の杉本氏講師の橋野氏
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　令和元年、中小企業の災害対応力を高めることを目的とした「中小企業強靭化法」が施行されま
した。事業継続計画（BCP）の簡易版である「事業継続力強化計画」は、小さな会社でも取り組み
やすい制度となっています。さらに、認定された事業者は補助金の優先採択や税制上の優遇措置な
どの各種支援を受けることができます。万が一の災害時でも、事業を継続できる最良の対策として「事
業継続力強化計画」の概要を解説した内容となっています。ぜひご視聴下さい。（杉本）
タイトル　「事業継続力強化計画作成講座〜今から始める！ 防災！ 減災！ 入門編〜」

検索窓に「事業継続」を入力して検索！

HP のバナーをクリック！
スマートフォンなどはこちら

赤穂商工会議所　お薦めメニュー
WWEBEBセミナー

赤穂商工会議所のホームページから無料でセミナーがご覧いただけます
https://www2.memenet.or.jp/ako-cci/

ID：k1797 PW：2727

経営
の

ポイント！

　

赤
穂
経
営
者
協
会
事
務
担
当
者
会

で
は
、
11
月
21
日
に
労
務
研
究
会
を

　

赤
穂
市
外
・
兵
庫
県
外
か
ら
の
交

流
人
口
を
増
や
す
目
的
で
、
赤
穂
の

冬
の
味
覚
「
牡
蠣
」
料
理
を
提
供
す

赤
穂
経
営
者
協
会　
事
務
担
当
者
会

赤
穂
経
営
者
協
会　
事
務
担
当
者
会

��

労
務
研
究
会
を
開
催

労
務
研
究
会
を
開
催

２
０
２
５
年
度
兵
庫
県
地
域
経
済
再
生
支
援
事
業

２
０
２
５
年
度
兵
庫
県
地
域
経
済
再
生
支
援
事
業

��

「
赤
穂
産
牡
蠣
の
味
め
ぐ
り
」
開
催
中

「
赤
穂
産
牡
蠣
の
味
め
ぐ
り
」
開
催
中

講師の村松宏恵氏

労務研究会の様子赤穂産牡蠣の味めぐり冊子

開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
、
村
松　

宏
恵
氏
（
む
ら

ま
つ
社
労
士
事
務
所　

社
会
保
険
労

務
士
）
を
お
招
き
し
、「
企
業
実
務

に
影
響
の
あ
る
法
改
正
の
ポ
イ
ン

ト
」
と
題
し
て
、
育
児
・
介
護
休
業

法
の
対
応
や
今
後
施
行
さ
れ
る
法
改

正
の
概
要
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。　
　

　

引
き
続
き
、
福
本　

潤
氏
（
ひ
ょ

う
ご
仕
事
と
生
活
セ
ン
タ
ー
姫
路
事

務
所
長
）
よ
り
、「
不
妊
治
療
と
仕

事
の
両
立
」
を
テ
ー
マ
に
、
不
妊
治

療
促
進
企
業
支
援
事
業
や
支
援
条
例

な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。

る
店
舗
を
ま
と
め
た
「
赤
穂
産
牡
蠣

の
味
め
ぐ
り
」
を
作
成
し
、
今
年
で

15
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
の
飲
食
店
51
店
舗
が
参
加

し
、
各
店
舗
自
慢
の
牡
蠣
料
理
を
写

真
付
き
で
掲
載
し
た
Ｂ
５
サ
イ
ズ
の

冊
子
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
赤
穂
市
沿
岸
に
お
い

て
牡
蠣
の
生
育
不
調
に
よ
る
出
荷
数

の
大
幅
減
少
の
影
響
に
よ
り
、
一
部

店
舗
で
は
牡
蠣
料
理
の
提
供
停
止
や

限
定
的
に
提
供
を
行
う
な
ど
各
店
舗

に
よ
っ
て
対
応
が
異
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
で
は
、
店
頭
の

Ｐ
Ｏ
Ｐ
か
ら
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

取
っ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る

と
応
募
で
き
る
抽
選
企
画
を
行
っ
て

お
り
、
合
計
で
30
名
様
に
牡
蠣
の

セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
応

募
期
間
：
令
和
８
年
２
月
28
日
ま
で
）

詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
の
お
問
い
合

わ
せ
か
、
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
下
さ
い
。

お
問
合
せ

赤
穂
商
工
会
議
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

43
‐
２
７
２
７

牡
蠣
の
味
め
ぐ
り
Ｈ
Ｐ

https://akokaki.jim
dofree.com

/
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